箕面市立病院

設備管理業務仕様書

箕面市立病院

１．目的

　　この業務は、基本仕様書に定める目的を達成し、対象施設において、安全、快適な環境を維持し、かつ経済的な施設管理を行うことを目的とする。

　　具体的には、建築物及び建築設備（以下「建築物等」という。）の運転、監視、日常・定期点検、保守、整備等の各業務を統括的な管理の下で実施し、各々の業務から得られるデータを分析のうえフィードバックして効率的、合理的に業務を遂行し、建築物等の機能を信頼性、安全性を高度な水準で維持管理するものである。

２．対象施設の概要
　２－１　対象施設
　　　１）箕面市立病院（リハビリテーション棟、附属棟を含む）

　　　２）医師住宅

　２－２　施設概要

　　　　詳細は、別添①「施設一覧」及び別添②「設備概要」のとおり。
３．業務内容

　３－１　業務内容

　　　１）建築物等の運転、監視、日常・定期点検、保守、整備等の業務

　　　２）執務環境測定業務

　　　３）自家用電気工作物保安業務

　　　４）エネルギー管理業務

　　　５）上記の他、施設維持管理業務全般

４．一般事項

　４－１　業務関係者の配置基準

　　　１）常駐最低配置人員は以下のとおり（統括責任者及び交代要員は含まず）とし、その他については業務計画に基づき、維持管理業務の遂行に必要な人員を配置する。
　　　　①　平日（休日以外）
　　　　　　９時～１７時：５名（１名は業務責任者）
　　　　　１７時～翌９時：３名（１名は業務主任者）
　　　　②　休日
　　　　　　９時～翌９時：３名（１名は業務主任者）
　　　　＊　休日とは土・日・祝祭日・休日・年末年始（１２月２９日～１月３日）の外来休診日をいう。以下同様とする。
　　　２）受注者は、法令に定められている資格者及び施設管理者が指定する資格者を配置すること。なお、受注者として必要な業務関係者（予備人員含む）の保持資格及び人数は次のとおり。
　　　　①　法令に定められているもの
　　　　　a.　第三種以上の電気主任技術者（２名以上）
　　　　　b.　一級以上のボイラー技士（２名以上）
　　　　　c.　第二種以上の冷凍機械責任者（２名以上）
　　　　　d.　エネルギー管理士免状を有している者、又は、エネルギー管理員講習を修了した者（１名以上）

　　　　　e.　ＣＥ受入側保安責任者講習修了者、又は、液化酸素の製造、消費に関し１年以上の経験を有する者

　　　　②　施設管理者が指定するもの
　　　　　a.　乙種第４類もしくは丙種以上の危険物取扱者（１名以上）　
　　　　　b.　自衛消防業務講習修了者（全員）　

　　　　③　有資格者が望ましいもの
　　　　　　上記に示すほか、電気工事士、ボイラー技士、ボイラー整備士、建築物環境衛生管理技術者、消防設備士、消防設備点検資格者等　
　　　３）業務関係者は、業務遂行上必要な場合の他は、地階中央監視室に待機して各設備の運転状況及び防災監視盤の監視等、必要な業務を行う。　
　　　４）業務関係者は、複合施設等の維持管理業務を行ううえで必要な場合、緊急を要する場合は、箕面市立総合保健福祉センター、箕面市立医療保健センターに赴いて業務応援をすることができる。

　　　　　なお、業務応援を行った場合は、日時、施設名、対応内容等を業務日報に記録し、施設管理者に報告すること。

　４－２　業務関係者の資格等
　　　１）業務責任者
　　　　　第三種以上の電気主任技術者、一級以上のボイラー技士、第二種以上の冷凍保安責任者のいずれかの資格を有し、病院における設備管理の経験が１５年以上で、かつ５年以上の責任者の経験を持ち、統括責任者を補佐すると共に、設備管理業務に従事するすべての者を管理、監督できる者。
　　　２）業務主任者
　　　　　法令に定められているいずれかの資格を有し、病院における設備管理の経験が５年以上で、業務責任者を補佐し、業務担当者を統括できる者。
　　　３）業務担当者
　　　　　維持管理業務に対応できる資格保持者もしくは、設備管理の経験者で施設管理者が認めた者。
　４－３　法定技術責任者の選任
　　　１）法定技術責任者については、業務責任者及び業務主任者のうち保持資格及び法定経験を有する者から、施設管理者及び受注者の協議の上で選任する。なお、選任が必要な法定技術責任者は次のとおり。
　　　　①　電気主任技術者及び代務者　〔第三種以上の電気主任技術者〕　

　　　　②　ボイラー取扱作業主任者（第一種圧力容器取扱作業主任者兼務）　〔一級以上のボイラー技士〕　
　　　　③　冷凍保安責任者及び代理者　〔第二種以上の冷凍機械責任者〕　
　　　　④　保安責任者（ＣＥ設備）　〔ＣＥ受入側保安責任者講習修了者他〕　

　　　　⑤　エネルギー管理員　〔エネルギー管理士又はエネルギー管理員講習修了者〕　

　　　　＊　〔　〕内は必要な保持資格等
　　　２）法定技術責任者は、施設管理者と協議のうえ、関係法令に基づき対象施設の工事・維持及び運用に関する保安の監督等の業務を行うこと。ただし、緊急の場合については、当該法定技術責任者が臨機の措置をとり、事後速やかに施設管理者に報告すること。
　４－４　関係各官庁への申請

　　　　電気主任技術者等、選任に伴い関係各官庁へ届け出が必要となるものについては、受注者が申請業務の代行を行うこと。

　４－５　施設情報の把握
　　　　基本仕様書の６－１「業務計画書」及び６－２「作業計画書」の作成、並びに、業務の実施は、次の事項を十分把握して行うものとする。
　　　１）対象施設の運営に関すること。
　　　２）設備機器の設置年及び運転時間に関すること。
　　　３）対象施設における行事に関すること。　
　４－６　建築設備等の運転・監視
　　　　建築設備等の運転・監視の範囲は次によるほか、「５．運転・監視及び日常点検」による。なお、医師住宅においても該当各項目に準ずる。

　　　　①　設備機器の起動・停止の操作
　　　　②　設備運転状況の監視又は計測・記録
　　　　③　室内温湿度管理と最適化のための機器の制御、設定値調整（温湿度及び空調機の設定値については毎日記録すること）
　　　　④　エネルギー使用の合理化
　　　　⑤　季節運転切替え、本予備機運転切替え
　　　　⑥　運転時間に基づく設備計画保全の把握
　　　　⑦　①から⑥に基づく設備機器等の運転・監視マニュアルの作成・整備　
　　　　⑧　その他業務に必要な事項
　４－７　建築物等の日常点検業務
　　　１）建築物等の日常点検の範囲は、「５．運転・監視及び日常点検」による。なお、対象部分及び数量等は、別添③「巡視点検基準表」による。
　　　２）電気室、機械室等の主要な設備機器の設置場所は、１日１回巡視して機器等の異常の有無を点検する。なお、定められた対象部分以外であっても、異常を発見した場合は施設管理者に連絡する。
　　　３）１）から２）に基づく日常点検マニュアルの作成・整備を行う。
　４－８　建築物等の保守業務　
　　　　運転・監視及び日常点検の結果に応じ、実施する保守の範囲は次のとおりとする。
　　　　また、休止中の設備にあっても、定期的に点検手入れを行うとともに、必要に応じて試運転を実施し、絶縁不良、発錆、汚損等による機能低下をきたすことがないよう努める。
　　　１）汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
　　　２）取り付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
　　　３）ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増し締め
　　　４）次に示す消耗部品類の交換、補充等
　　　　①　潤滑油、グリス、充填油等
　　　　②　ランプ類、ヒューズ類
　　　　③　パッキン、ベアリング、Ｖベルト、Ｏリング、フレキシブルホース、バルブ、水栓類等
　　　　④　精製水の補充
　　　　⑤　バッテリーの交換（ＣＶＣＦ、直流電源装置は除く）
　　　５）フィルター類の交換、清掃（ＨＥＰＡフィルターは除く）
　　　６）接触部分、回転部分、摺動部分、その他可動部分への注油　
　　　７）軽微な損傷がある部分の補修
　　　８）塗料、その他の部品補修（タッチペイント）、その他これらに類する作業
　　　９）消耗品、予備品の在庫管理
　　　10）保守で生じた廃棄物処理（基本仕様書、９「業務に伴う廃棄物の処理等」による。）
　４－９　周期の表記
　　　　別添③「巡視点検基準表」に定める日常点検の周期の表記は、次による。
　　　１）１Ｈは、１時間に１回行うものとする。
　　　２）２Ｈは、２時間に１回行うものとする。
　　　３）１Ｄは、１日に１回行うものとする。
　　　４）４／Ｄは、１日に４回行うものとする。
　　　５）２／Ｄは、１日に２回行うものとする。
　　　６）１Ｗは、１週に１回行うものとする。
　　　７）２Ｗは、２週に１回行うものとする。
　　　８）１Ｍは、１月に１回行うものとする。
　　　９）２Ｍは、２月に１回行うものとする。
　　　10）３Ｍは、３月に１回行うものとする。
　　　11）６Ｍは、６月に１回行うものとする。
　　　12）２／Ｍは、１月に２回行うものとする。
　　　13）３／Ｍは、１月に３回行うものとする。　
　　　14）１Ｙは、１年に１回行うものとする。
　４－10　監督・立会
　　　　各設備機器の補修工事等の監督立会、別契約の関連業者が行う定期点検の監督立会、監督官庁等による法定検査立会を行う。
　４－11　業務の記録及び報告
　　　１）日常業務における業務日誌を作成し、記録整理する。
　　　２）運転・監視の業務の記録には、次の事項を記載する。
　　　　①　記録者　
　　　　②　機器の運転開始時刻及び終了時刻　
　　　　③　熱源機器運転中の外気温湿度　
　　　　④　電気、ガス、水道、井水、下水道等の光熱水の使用量　
　　　　⑤　その他、本仕様書に定める項目　
　　　３）業務責任者は、毎日及び毎月の業務終了後、あらかじめ施設管理者の承諾を得た様式の業務日報及び月間業務報告書に、運転・監視、日常点検、保守、監督・立会等、実施業務の内容他必要事項を記入し、統括責任者の校閲を受けたうえで施設管理者へ報告すること。

　　　４）業務責任者は、業務の記録等について整理、保管し、施設管理者から請求された場合は、提出又は提示する。
　　　５）業務責任者は、緊急対応を行った時及び契約外の故障修理、改善等の必要性が生じた場合は、具体的にその内容を記載した書面により速やかに施設管理者に報告する。
　４－12　連絡・調整
　　　　受注者は、維持管理業務の実施に伴う関係部署との連絡・調整、出入業者・別契約の院内業務従事者との連絡・調整、業務に関する苦情処理を行う。
　４－13　臨機の措置等
　　　１）受注者は、災害発生に対する措置について、施設管理者と協議のうえ、次の事項をまとめた防災マニュアルを作成し、施設管理者の承諾を受ける。
　　　　①　緊急事態への準備
　　　　②　緊急事態発生後の対応
　　　　③　業務の早期復旧
　　　２）防災監視盤の発報時には現場確認を行う。
　　　３）対象施設の消防計画に基づく自衛消防隊員として、防火活動を行う。　
　　　４）災害発生に伴う重大な危険が認められる場合は、直ちに必要な措置を講じるものとする。この場合は、直ちに施設管理者に連絡するとともに、警備業務関係者等との連絡調整を行う。
　４－14　応急措置等
　　　１）受注者は、対象部分に異常が認められた場合の連絡体制、対応方法について、施設管理者と協議のうえ、緊急対応マニュアルを作成し承諾を受ける。
　　　２）点検の結果、対象部分に脱落、落下、転倒の恐れがある場合、また、継続使用することにより著しい損傷、又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な方法により応急措置を講じるとともに、速やかに施設管理者に報告する。
　　　３）落下、飛散等の恐れがあるものについては、その区域を立ち入り禁止にする等の危険防止措置を講じるとともに、速やかに施設管理者及び統括責任者に報告する。
　４－15　点検の省略
　　　１）次に掲げる部分は点検を省略することができる。ただし、特記がある場合はこの限りではない。
　　　　①　容易に出入りできる点検口のない床下又は天井裏にあるもの。
　　　　②　電気の通電又は運転を停止することが極めて困難な状況にあるもの及びその付近にあるもので、点検することが危険であるもの。　
　　　　③　地中もしくはコンクリートその他の中に埋設されているもの。
　　　　④　ロッカー、机等があり点検不可能なもの。
　　　２）同一の対象部分について、別契約の関連業者が行う定期点検が同一の時期に重複する場合にあっては、当該点検内容が同一である場合に限り、当該点検を省略することができる。　
　４－16　点検及び保守に伴う注意事項
　　　１）点検及び保守の実施の結果、対象部分を現状より悪化させてはならない。
　　　２）点検及び保守の実施にあたり、仕上材、構造材の一部撤去又は損傷を伴う場合には、あらかじめ施設管理者の承諾を受ける。
　４－17　資料等の整理、保管
　　　　業務中は、次に示すものの整理及び保管を行う。
　　　１）貸与資料、設備機器の保守来歴等
　　　２）工具、器具とその台帳
　４－18　鍵の取り扱い
　　　　預託された業務上必要な鍵の取り扱いは次による。
　　　１）帳簿を作成し、厳重に保管すること。
　　　２）施設管理者の許可無く複製しないこと。
　　　３）委託期間終了時に返却すること。
　　　４）指定された方法により使用、管理すること。
　４－19　意見具申
　　　１）受注者は、施設管理者に対して、合理的な設備機器の運転方法の提案等、受注業務の目的を達成するために必要と思われるものについては、積極的に提案書を提出し、その実現に努めなければならない。
　　　２）業務責任者は、設備の改善を図るための配置替え、接続替え等を行うときは、あらかじめ施設管理者に申し出て承諾を得る。
　４－20　設備室の清掃
　　　　電気室、機械室、ダクトスペース・パイプスペース等の設備室は、整理整頓及び掃き掃除程度の清掃を行う。
　４－21　障害物等の排除
　　　　設備の運転中、点検及び操作・使用上の障害となるものの有無を点検する。特に消防設備等の動作の妨げとなる物品を発見したときは、当該物品の所有者等に連絡するとともに速やかに撤去する。
５．運転・監視及び日常点検
　５－１　建築
　　　　建築、外構の点検項目及び点検内容は、巡視点検基準表１による。
　５－２　電気設備
　　　　電気設備は保安規定を遵守して、その日常運転・監視及び測定・記録を行う。
　　　１）受変電設備
　　　　　a.　運転・監視、点検は、あらかじめ電気設備の配置図、結線図等を基に巡視経路を定めて行う。なお、異常がある場合は速やかに、施設管理担当者に報告する。
　　　　　b.　運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－１による。
　　　　　　・停電・送電のための主幹開閉器の操作
　　　　　　・力率改善用進相コンデンサーの投入・開放操作
　　　　　　・電力需給状態の監視
　　　　　　・力率・デマンド・負荷の状態監視
　　　２）非常用発電設備
　　　　　a.　運転・監視は、システムの安定的及び効率的な運転並びに緊急時に迅速な対応がなされるよう行う。
　　　　　b.　運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－２による。
　　　　　　・無負荷運転操作
　　　　　　・自動手動切替スイッチの位置確認
　　　　　　・起動順位の確認
　　　　　　・燃料タンク油量並びに油面上下限警報監視
　　　３）直流電源設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－３による。
　　　　　　・各開閉器・遮断機等の操作
　　　　　　・作動状態の確認
　　　４）交流無停電電源設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－４による。
　　　　　　・各開閉器・遮断機等の操作
　　　　　　・作動状態の確認
　　　５）電灯・動力設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－５による。
　　　　　　・低圧配電盤分岐開閉器の投入・開放操作
　　　　　　・動力・照明設備の定時運転操作
　　　　　　・動力･電灯･コンセント負荷の状態監視（電力計・電流計の指示値等の監視）
　　　６）構内配電線路・通信線路
　　　　　点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－６による。
　　　７）情報・通信設備
　　　　　点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－７による。
　　　８）避雷設備
　　　　　点検項目及び点検内容は巡視点検基準表２－８による。
　５－３　空気調和設備
　　　１）熱源機器
　　　　①　高圧ボイラー
　　　　　a.　「労働安全衛生法」及び「同法施行令」並びに「ボイラー及び圧力容器安全規則」に定めるところによるほか、「ボイラーの遠隔制御についての基準（昭和５１年２月１９日基発第２１１号）」、「ボイラーの低水位による事故防止に関する技術上の指針（昭和５１年８月６日労働省告示第７７号）」による。
　　　　　b.　労働基準監督署長又は検査代行機関が行う性能検査に立ち会う。
　　　　　c.　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－１－１による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視並びに煤煙濃度監視
　　　　②　ガス直炊吸収式冷温水発生機
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－１－２による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　　③　水蓄熱設備・氷蓄熱設備
　　　　　a.　スクリュー冷凍機については、「高圧ガス保安法」及び「冷凍保安規則」並びに「冷凍保安規則関係基準」に定めるところによる。
　　　　　b.　水蓄熱設備・氷蓄熱設備の日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－１－３及び３－１－４による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　２）空気調和等関連機器
　　　　①　熱交換器・ヘッダー
　　　　　a.　熱交換器で第１種圧力容器に該当するものは、「ボイラー及び圧力容器安全規則」に定めるところによる。
　　　　　b.　労働基準監督署長又は検査代行機関が行う性能検査に立ち会う。
　　　　　c.　点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－１による。
　　　　②　冷却塔
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－２による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　　③　空気調和機
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－３による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　　④　パッケージエアコン
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－４による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　　⑤　ファンコイルユニット
　　　　　　点検項目及び点検内容は巡視点検表基準表３－２－５による。
　　　　⑥　ファンフィルターユニット
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－６による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　　⑦　冷温水等循環設備
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－７による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　　⑧　送風機・排風機
　　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表３－２－８による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　３）水質管理
　　　　　空調機器用水、ボイラー用水の水質管理は、巡視点検基準表３－３による。
　５－４　給排水衛生ガス設備
　　　１）給排水衛生機器 
　　　　　a.　飲料用水給水設備は、「水道法」及び「同法施行規則」、「水質基準に関する省令」、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」、「同法施行規則」及び「同法に基づく厚生労働省告示」並びに市条例の定めるところによる。また、検査機関による簡易専用水道定期検査に立ち会う。
　　　　　b.　貯湯槽で第１種圧力容器に該当するものは、「ボイラー及び圧力容器安全規則」に定めるところによる。また、労働基準監督署長又は検査代行機関が行う性能検査に立ち会う。
　　　　　c.　汚水槽及び雑排水槽は、「下水道法」及び「同法施行令」及び「同法施行規則」、「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」、「同法施行規則」及び「同法に基づく厚生労働省告示」の定めるところによる。
　　　　　d.　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－１による。
　　　　　　・満水・減水警報及び運転状態の監視
　　　　　　・給湯温度の監視
　　　２）井水処理設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－２による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　３）水質の維持
　　　　　飲料水、中央式給湯設備による給湯水、雑用水の水質の管理は巡視点検基準表４－３による。
　　　４）排水処理設備
　　　　　a.　除害施設は「下水道法」及び「同法施行令」及び「同法施行規則」、「水質汚濁防止法」及び市条例の定めるところによる。
　　　　　b.　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－４による。
　　　　　　・満水・減水警報及び運転状態の監視
　　　５）循環濾過設備
　　　　　a.　浴槽水の水質管理は「公衆浴場法」及び「院内管理規定」の定めるところによる。
　　　　　b.　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－５による。
　　　　　　・起動・停止操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　６）厨房設備
　　　　　点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－６による。
　　　７）ごみ貯留設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表４－７による。
　　　　　　・ごみ貯留設備運転時の運転補助（随時実施）
　　　　　　（ごみ貯留システム運転時に装置が停止した場合、清掃業務責任者と協力し速やかにその原因を除去すると共に装置を復旧させること。）
　５－５　防災設備
　　　１）消防用設備等
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表５－１による。
　　　　　　・発報時の操作確認及び復旧操作
　　　　　　・総合防災盤の監視
　　　　　　・消火設備起動時の運転確認及び復旧操作  
　　　２）建築基準法関係防災設備
　　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表５－２による。
　　　　　　・起動時の運転確認及び復旧操作  
　５－６　医療ガス設備
　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表６による。
　　　　　　・補充時の連絡業務 
　５－７　中央監視設備
　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表７による。
　　　　　　・運転状態監視
　　　　　　・各種中央監視機器の発停、設定変更
　５－８　昇降機・搬送設備　
　　　　日常運転・監視内容は次による。また、点検項目及び点検内容は巡視点検基準表８による。
　　　　　　・運転切替操作
　　　　　　・運転状態監視
　　　　　　・呼び出し応答
６．執務環境測定
　６－１　空気環境測定
　　　１）「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」を準用し、空気調和設備及び機械換気設備を設けている居室の空気環境を定期的に測定する。
　　　２）測定結果の報告
　　　　　測定結果の報告は、１－12「業務の記録及び報告」による。なお、測定の結果、政令に定める管理基準値に適合しない場合には、その原因を推定し、施設管理者に報告する。
　　　３）測定方法
　　　　①　測定位置等は、当該建築物の通常の使用期間中に、室内について各階毎に居室の適切な位置の床上７５cm以上１２０cm以下の高さで測定し、外気については外気取入口付近及び１階出入口付近で測定する。
　　　　②　測定周期は、２月に１回（ホルムアルデヒドの量については、年１回(６月から９月の間)）とする。
　　　　③　測定点数は、以下による。なお、内気の測定箇所は施設管理者の指示による。
　　　　　a.　内気の測定点数　　４８点（２４点×２時点）　
　　　　　b.　外気の測定点数　　　４点（　２点×２時点）　
　　　　④　測定項目は、以下による。ただし、外気の場合の気流の測定は行わない。 
　　　　　a.　浮遊粉塵の量
　　　　　b.　一酸化炭素の含有率
　　　　　c.　二酸化炭素の含有率
　　　　　d.　温度
　　　　　e.　相対湿度
　　　　　f.　気流
　　　　　g.　ホルムアルデヒドの量
　　　　　＊　上記、a.、b.、c.、に掲げる管理基準値について、比較すべき数値は、１日の使用時間中の平均値とする。この場合の平均値は、午前、午後の２時点において測定し、その平均値をもって当該平均値として構わない。
　　　　⑤　使用する測定機器等は、厚生労働省令の定めによる。なお、測定機器、試験材料等は、受注者の負担とする。
　６－２　照度測定
　　　１）測定結果の報告
　　　　　測定結果の報告は、１－15「業務の記録及び報告」による。なお、測定の結果、JIS Z 9110（照度基準表）に定める照度基準に適合しない場合は、その原因を調査、推定し、施設管理者に報告する。
　　　２）測定方法
　　　　①　測定方法は、JIS C 7612（照度測定方法）によるものとし、測定機器はJIS C 1609（照度計）の規格品とする。
　　　　②　測定周期は、６月に１回とする。
　　　　③　測定点数は、手術室を除く２４点とする。なお、測定箇所は施設管理者の指示による。
　　　　④　測定機器は、受注者の負担とする。
７．エネルギー管理業務

　７－１　エネルギー管理業務

　　　１）省エネ法の規定に基づきエネルギー管理員を選任し、本館及びリハビリテーション棟のエネルギー管理業務を次のとおり行う。

　　　　①　対象施設に関する管理標準を設定し、エネルギー使用の合理化を図るための管理、計測・記録、保守・点検、新設にあたっての措置を行う。

　　　　②　エネルギー管理員は、対象施設におけるエネルギーの使用の合理化に関し、エネルギーを消費する設備の維持、エネルギーの使用の方法の改善及び監視並びにエネルギーの使用の合理化に関する設備の維持業務の管理を行う。

　　　　③　エネルギー管理員は、エネルギーの使用の合理化についての資料とするため、電力量、ガス流量、冷温水流量等の計測データを定期に採取、分析して電力量の部門別配賦や用途別計上、ボイラー、冷凍機の効率算定等を行う。

　　　２）報告書作成業務

　　　　①　エネルギーの計測データの集約・分析結果、改善計画を４半期毎に取りまとめ、４半期毎に省エネ報告書として施設管理者に提出すること。

　　　　②　省エネ法等の関係法令に基づくエネルギー使用状況、使用の効率、合理化等についての事項についての報告書を作成すること。

　　　３）その他

　　　　①　施設管理者は、エネルギーの使用の合理化に関し、エネルギー管理員がその職務を行う上での意見を尊重しなければならない。

　　　　②　病院職員及び院内業務従事者は、エネルギー管理員がその職務を行う上で必要であると認めてする指示に従わなければならない。

　　　　③　エネルギー管理員は、エネルギー管理統括者及びエネルギー管理企画推進者等の指示に従わなければならない。

　７－２　エネルギー削減課題及び目標

　　　　エネルギーの使用の合理化については、エネルギー消費原単位で対前年度比で年間１％以上、委託期間を通して中長期的に年平均１％以上の削減を図ることを最低限の課題とし、より一層の省エネを図ることを目標とする。　

８．その他関連業務
　８－１　光熱水使用量検針
　　　１）電気・上水・雑用水・ガス・給湯の各使用量を、施設管理者の指定する日に検針する。なお、検針結果は使用量一覧表を作成し当月中に施設管理者に提出する。
　　　２）検針周期は１月１回とする。
　　　３）検針点数は以下による。
　　　　　箕面市立病院　１１６点
　８－２　栄養部厨房レンジフード清掃
　　　１）フード内外面及びグリスフィルターの洗浄清掃を行う。
　　　２）作業報告は、１－15「業務の記録及び報告」による。なお、施行前後の状況を撮影した写真を貼付すること。
　　　３）清掃周期は６月１回とする。
　８－３　視聴覚室ＡＶ機器の操作
　　　１）ＡＶ機器類について、視聴覚室使用時に設定・操作を行う。
　　　２）業務の周期は随時とする。
　　　３）講義室Ⅰに設置するＡＶ機器も同様とする。

　８－４　病室セーフティーボックスの解錠
　　　１）各病室備え付けのセーフティーボックスのカードキーを利用者が紛失した場合等に、マスターキーを用いて解錠する。また、必要に応じてキーユニットの取替を行う。
　　　２）作業周期は随時とする。
　８－５　修繕業務

　　　１）建築物、設備等のうち、手すり、コンセント等の破損があった場合は、すみやかに保全、修繕措置を講じること。

　　　２）ナースコール、電話機、洗濯機等の機器等について、中央監視室の待機時間において修繕を行うこと。

　　　３）その他、施設管理者の求めに応じて可能な限りの修繕対応を行う。

　８－６　その他の業務

　　　１）前受託者が行っていた維持管理業務及びこれに附随する業務は、仕様書に明示されていない場合であっても、受注者の責任において施行すること。
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